
日
本
に
お
け
る
廃
棄
物
処
理
は
、
一
九
七
〇
年

に
制
定
さ
れ
た
「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関

す
る
法
律
」（
廃
棄
物
処
理
法
）を
核
と
す
る
法
整

備
・
規
制
強
化
と
共
に
歩
ん
で
き
た
。
当
社
は
、

一
九
六
八
年
に
廃
棄
物
の
収
集
・
運
搬
に
特
化
し

た
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
。

安
心
と
安
全
を
提
供
す
る

一
貫
処
理
体
制
の
構
築

法
規
制
の
強
化
と
急
増
す
る
扱
い
量
に
対
応
す

る
た
め
自
社
で
最
終
処
分
場
を
運
営
す
る
だ
け
で

な
く
、
法
律
に
の
っ
と
っ
た
適
正
処
理
と
リ
サ
イ

ク
ル
の
た
め
に
、
中
間
処
理
工
場
を
建
設
し
た
。

最
近
は
、
こ
う
し
た
「
収
集
運
搬
〜
中
間
処
理
・

リ
サ
イ
ク
ル
〜
最
終
処
分
」
ま
で
の
一
貫
処
理
体

制
に
加
え
、
排
出
前
の
成
分
分
析
や
排
出
現
場
で

の
分
別
支
援
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
排
出
者
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
る
。

現
在
、
建
設
混
合
廃
棄
物
の
中
間
処
理
を
主
に

行
な
う
川
崎
と
四
街
道（
千
葉
県
）の
各
リ
サ
イ
ク

ル
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
子
会
社
の
リ
サ
イ
ク
ル
・
ピ

ア
東
京
エ
コ
タ
ウ
ン
工
場
、
こ
れ
ら
三
カ
所
の
主

力
工
場
で
受
け
入
れ
る
廃
棄
物
は
年
間
約
六
〇

万
ｔ
と
な
っ
て
い
る
。
総
投
資
額
は
リ
サ
イ
ク

ル
・
ピ
ア（
二
〇
〇
五
年
完
成
）七
〇
億
円
、
川
崎

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー（
二
〇
〇
六
年
完
成
）六
五

億
円
と
、
か
な
り
大
規
模
な
投
資
と
な
っ
た
。
こ

れ
は
、
増
加
す
る
受
け
入
れ
量
に
対
応
し
、
か
つ
、

よ
り
厳
格
に
分
別
・
リ
サ
イ
ク
ル
を
目
指
し
た
結

果
で
あ
り
、
リ
サ
イ
ク
ル
率
は
飛
躍
的
に
向
上
し

た
。受

け
入
れ
た
混
合
廃
棄
物
は
、
振
動
・
風
力
な

ど
の
各
種
ふ
る
い
機
や
破
砕
・
切
断
等
の
機
械
処

理
と
、
人
手
に
よ
る
選
別
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
処

理
ラ
イ
ン
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
徹
底
的
に

分
別
が
な
さ
れ
、
現
状
で
は
八
〇
〜
九
〇
％
ま
で

リ
サ
イ
ク
ル
し
て
い
る
。

首
都
圏
に
お
け
る
再
開
発
需
要
の
増
大
に
対
応

し
て
、
二
〇
一
〇
年
に
は
地
中
埋
設
廃
棄
物
の
専

用
処
理
施
設
を
設
置
し
た
。
こ
こ
で
蓄
え
ら
れ
た

ノ
ウ
ハ
ウ
は
、
東
日
本
大
震
災
で
大
量
発
生
し
た

津
波
堆
積
物（
水
分
の
多
い
土
砂
）を
大
量
に
含
む

廃
棄
物
処
理
を
通
じ
た

限
り
な
い
再
資
源
化
へ
の
挑
戦

三
本

守

み
つ
も
と

ま
も
る

タ
ケ
エ
イ
会
長
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災
害
廃
棄
物
の
処
理
に
も
役
立
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
法
規
制
へ
の
対
応
や
、
適
正
処

理
・
リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
で
、
装

置
産
業
化
の
必
要
性
が
高
ま
る
と
と
も
に
、
巨
額

な
設
備
投
資
を
要
す
る
産
業
と
な
っ
て
き
た
。

入
口
と
出
口
の
安
定
的
確
保
に
よ
り

リ
サ
イ
ク
ル
・
ル
ー
プ
を
確
立

リ
サ
イ
ク
ル
事
業
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、

「
入
口
」
と
「
出
口
」
を
い
か
に
安
定
か
つ
継
続

し
て
確
保
で
き
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。

ま
ず
、「
入
口
」

で
は
、
安
定
量
の
確

保
が
重
要
で
あ
る
。

リ
サ
イ
ク
ル
品
を
原

材
料
と
し
て
ユ
ー
ザ

ー
が
利
用
す
る
た
め

に
は
、
一
定
の
ボ
リ

ュ
ー
ム
で
、
か
つ
安

定
的
な
供
給
が
必
要

で
あ
る
。
そ
こ
で
、

一
社
の
集
荷
能
力
だ

け
で
は
不
十
分
で
も
、

同
業
社
が
協
業
・
連

携
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
し
、
廃
棄
物
や
資
源
化
物
を
集
約
化
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
十
分
な
量
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
当
社
で
は
、
同
業
十
数
社
と
連
携
し
、
商
社

機
能
・
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
機
能
を
担
う
新
会
社
を

設
立
し
、
安
定
的
に
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
原
燃
料
を

市
原
グ
リ
ー
ン
電
力（
千
葉
県
市
原
市
、
三
井
造

船
グ
ル
ー
プ
）に
供
給
す
る
協
業
ス
キ
ー
ム
を
つ

く
り
上
げ
た
。
ま
た
、
現
在
、
埋
め
立
て
処
分
さ

れ
て
い
る
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
熱
源
利
用
に
つ
い

て
も
、
こ
の
ス
キ
ー
ム
を
応
用
し
、
事
業
化
を
目

指
し
て
い
る
。

そ
し
て
、「
出
口
」
で
は
、
安
定
し
た
品
質
と

量
を
、
い
か
に
市
場
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
価
格
で

供
給
で
き
る
か
が
、
課
題
と
な
る
。
し
か
し
、
供

給
側
だ
け
が
が
ん
ば
っ
て
も
リ
サ
イ
ク
ル
・
ル
ー

プ
と
は
な
ら
な
い
。
ユ
ー
ザ
ー
側
が
用
途
を
確
立

し
て
、
リ
サ
イ
ク
ル
品
は
初
め
て
循
環
す
る
。
そ

の
た
め
に
は
、
異
業
種
、
例
え
ば
加
工
技
術
や
生

産
技
術
を
持
つ
産
業
な
ど
、
利
用
先
と
の
協
業
ス

キ
ー
ム
構
築
が
不
可
欠
だ
。
例
え
ば
、
廃
石
こ
う

ボ
ー
ド
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
目
的
に
設
立
さ
れ
た
当

社
の
グ
ル
ー
プ
会
社
の
ギ
プ
ロ
や
グ
リ
ー
ン
ア
ロ

ー
ズ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
は
、
石
こ
う
粉
の
大
口

需
要
家
で
あ
る
吉
野
石
膏
な
し
に
は
事
業
化
で
き

な
か
っ
た
。
石
こ
う
ボ
ー
ド
メ
ー
カ
ー
、
そ
の
ユ

ー
ザ
ー
で
あ
る
建
設
会
社
、
廃
棄
物
と
な
っ
た
石

こ
う
ボ
ー
ド
を
再
資
源
化
し
て
素
材
に
戻
す
リ
サ

イ
ク
ル
企
業
、
こ
の
三
者
が
ス
ク
ラ
ム
を
組
ん
で
、

安
定
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
構
築
し
て
い
る
。

さ
ら
な
る
資
源
循
環
を
進
め
る
た
め
に
は
、
と
り

わ
け
出
口
側
で
の
需
要
が
要
と
な
る
。
メ
ー
カ
ー
、

ユ
ー
ザ
ー
の
方
々
に
は
、
再
資
源
化
品
の
積
極
的

な
利
用
を
ぜ
ひ
お
願
い
し
た
い
。

前
述
の
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
は
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
利
用
促
進
を
目
指
し
制
定（
二
〇
〇
二
年
）さ
れ

た
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
電
気
利
用
法
に
よ
っ
て
一
気

に
普
及
が
進
ん
だ
。
こ
れ
と
同
様
に
、
リ
サ
イ
ク

ル
品
の
利
用
促
進
を
図
る
よ
う
な
法
制
度
・
優
遇

措
置
の
導
入
や
、
廃
棄
物
を
大
量
に
集
荷
す
る
た

め
の
広
域
処
理
に
対
す
る
規
制
緩
和
な
ど
の
政
策

的
援
助
、
設
備
投
資
負
担
の
軽
減
や
先
進
的
な
技

術
導
入
の
た
め
の
財
政
補
助
な
ど
、
行
政
に
よ
る
、

よ
り
一
層
の
支
援
も
期
待
し
た
い
。

当
社
は
、
多
様
化
す
る
廃
棄
物
処
理
ニ
ー
ズ
を

取
り
込
み
な
が
ら
、
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
提
供
に

よ
り
、
限
り
な
い
再
資
源
化
に
挑
む
「
総
合
環
境

企
業
」
を
目
指
し
て
い
る
。
今
後
と
も
、
企
業
理

念
で
も
あ
る
「
資
源
循
環
型
社
会
へ
貢
献
」
を
実

践
し
て
い
き
た
い
。
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